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研究目的
 生体における反射を介して行われる循'壌調節の機講については比較的古くから概究が行われ,
 大循環系および小裾濃系にそれぞれ2種の受容体が存在ナることが知られ,ている。ナなわち筋紡
 錘,腱などに認められる受容体と類似構造を有穿る血圧感受装置「圧受容体」と呼吸の調節に関
 与して血液ガスのhomeo6ta8旭に関与ナる化学物質感受装償「化学受容体」とがそれである“
 血液ガスの性状の変動によって化学受容体が刺激されると,循環調節にも関与ナることけ知られ
 ているが,この循環調節への関与は,呼吸中枢と血管運動中枢との相互作用によって起る二次的
 な作用であろうと解釈され.ていろ。委た「圧受容体」に関してはBai亘briこgeの実験から始.
 り,以来多くの研究藩が「圧受容体」の循環調節への関与について詳細な検討を行なってレ・ろ。
 Churchi蜘』よぴOOpe,Schwiegkの肺循環系の圧受容体機能についての観察,Da■yら
 の潅流装置による実験,さらrSaliεburyら,'ROs8らの体外循理装置を用いた「圧受容体』
 の循環調節の機構についての研究輯告もみられる。「圧受容体」への適刺激は・拍動圧くpu■一
 8乱tilepre88u.re)であり,これが静圧(8taUcpres8ure)に比してよh有効た
 刺激であるこ孝は生体の循環調節に関・与する点でけ極めて合挫的であると言えよう。著者け,小
 循環系の圧受容体機能が大循異系を含めて循環調節に如何よ動τ作用しているかを生理的条件下
 に解析ずる目的で本研究を行なった。小循環系の拍動圧上昇の試みとして,fPVa■8鍛va手技'
 @、気道内加年(fOrcedin8piration)およびG}等張溶液の高圧注入を行ない,・末梢'血
 管抵抗への影響を検索ナるために定圧交叉潅流システムを作成し,交叉灌流下に俊臆よぴG、の負
 荷を行たった。
 研究方法および資料
 (で}Valea■va・手技,愚老の股動脈内にSeldinger法によわKifa-9「eenカテ}テル
 を挿入留麗し,体動脈圧描記用とし,静脈カテーテルを心腔内に挿入留置し,トランスデューサ
 によ'リポリグラフ上に記録した。気道内圧は最大吸気後に水銀マノメ一夕を吹かせてぼ竺40-
 60漁Hgの範囲に維持させた.体位は大多数が背位で行った。セ、気管内加圧(fOrceこin-
 8pira七ion}:被・検者は循環系に異常を認めない健康成人で全身麻酔下に気管内挿管し.気管
 内一定加圧を段階的に行い,種々な気道内圧'下に肺動脈圧測定を行った。㈲等張溶液高圧狂人,:
 15～20ゆのイヌを用いて全身麻酔下にカテーテルを下大静脈,右房,肺動脈に挿入留'麗し,
 また開胸下に左心耳から左房内にカテーテルを挿入して圧記載を行いつ、NIH,8Fカテーテル
 を用いて下大静脈,右房,肺動脈内に圧力注入器により,生理的食塩水を1.5-50m■ノ穐5
 ～14醇履で注入した。定圧交叉灌読法は,体重がほy等しい2頭の犬を用い全身麻酔下に煙
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 流ポンプ犬の股動脈か5導いた血液は電磁流量計を通h,被潅流犬の股動脈末梢部に向って流入
 し,下肢血管床を濯流して股静脈より体外に導かれ,貯血槽(re6er▽oir),ポンプを経て灌'
 漉ポンプ犬の外頸静脈に流入ナるよう作成した“
研究結果
 “}Va18a■va手技:気動内圧1の上昇に伴い,肺動脈EE,右室圧および左房圧は上昇し,加圧
 解除と共に元のレベルに戻った.体動脈圧はいわゆる4相を示ナ正常型,さらにeq遭arewa-
 ve型,および。▼er8hoo七現象を欠除ずる型などの反応様式が認められた。⑫1気管内加圧,:
 徐々に気管内加圧の程度を上昇させると.加圧解除後に肺動脈Eのover8hoot現象が認めら
 れるようになるa背位から側臥位にした場合同一の圧加圧によっ宅'も側臥位においてよh高い肺
 動脈圧を示し之。⑤等張溶液注入二下大静脈右房流入部に等張溶液を高圧注入ナると,注入と同
 時に体動脈圧は下降し,直ち}τover8hoo七現象がみられ,緩かに下降し,元のレベルよ玲下
 降し之のち元のレベルに戻った。注入直後よ.h約+秒間不整脈が認められた。右房内注入では全
 く同一パターンを示し・声た肺動脈内注入では直後の一時的圧下降が認められないだけで,極め
 て類似のパターンを示し,左房内注入では全く同一のパターンがみられた、左腕脱神経犬につい
 て左肺動脈内注入を行・うと対側肺動脈注入と全く同一一の体動脈Eパターンを示した。定圧交叉濃
 流下に気管内加圧を行うと体動脈圧の下降時には末檜血管抵抗の減少がみられ,また肺動脈内注
 入によわ変動ぜる体動脈圧によく一致して末梢血管抵抗が変動ナろことが認められた。
考 按
 圧受容体が胴盾環系および大循環系に存在していることは,+でに組織学的ならびに生璋学的
 に確認されており,心肺領域の圧受容体の循濃調節への関与に関しては種々な工夫のもとに研究
 が行われ,'それらの結果を綜合ナると,明らかに'体循環系への影響が確認されている。i害者が行
 った心肺領域への圧負荷法による研究成績でけ,刺激された心肺領域の庄受容体反射が体循環系
 (特に末梢血管抵抗)に直接影響を及ぼナのではなく,左心系特に頸動脈洞索よび大動脈弓圧受
 容体による反射が末梢循環を調節していると推定され,+なわちVa■臼a■va試験およひ気管内
 加圧によって上昇した小循環系による刺激によるものではなく,増大した肺血管抵抗によって減
 少した左心系への静脈帰来によって左心系圧受容体が刺激されると解され,またこれらの圧受容
 体反射がvenOu8おoneへ影響を及ぼし,右心室への静脈帰来を調節することによって気管内
 加圧解除後の肺動脈σ)overghoo芯現象が説明される。変叉灌流下ぬ行った注入試験に永いてみ
 られた如く.,体動脈圧に従属ナる末梢抵抗の変動および肺脱神経犬における注入において,全く
 同一の圧パターンが得られたことは,心肺領域の圧受容体に対して左心系圧受容体(特に頸動脈
 洞および大動脈弓圧受容体)優位の推論を稟付けるものであ玲,心肺領域循理系の圧受容体反射
 は乳体動脈圧表現としては左心系の圧受容体反射によって覆われていると解される。
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 審査結果の要旨
 圧受容体を介する反躬によつて行われる反射性循覆調節の研究は,Bainbriαgeの実験に始
 まり,以後詩家によって研究が続けられ,圧受容体反射の概念が確立され・大循環系`左心室を含
 む動脈系)にかいては強動脈洞かよび大動脈弓の圧受容体が知られ,また肺循環系にも圧受容体の
 存在が生理学的に予想されてむり,肺循環系由来の圧受容体反射が体循環系に如何なる影響をかよ
 ぼすかについての検討が主として体外循環装置を用いて行われている。一方に沿いて圧受容体に対し
 て静圧r前a七ic:pre88ure)よりも拍動圧`puユeatiユepree8ure)の方がよ塑有
 効な刺激となり得ることが明らかにされているが,この事実は圧受容体反射歩生体の循毅調節に関
 与するという点からみると極めて合理的なことといえる。
 ・砦者は肺循聚由来の圧受容体反射と大循壌由来の反射の相互関係お些び膿容体反射が末梢血管の七〇且eに
 齢よぼす影響について明らかにするために,肺循環系に拍動圧負荷を加えて肺循環系かよび大循顔系
 9血行動態について検討し,さらに定圧交叉灌流下に肺循環系に負荷を行って下肢末梢血管抵抗に
 かよぼす影響について棟討した。
 各種心肺疾患々者にづいてVaユ8aユv.a手技を行わせると,肺循環系各部位の圧は,気道内圧
 と極めて密な相関性があり,閃uarewave型の反応を示し,気道内圧解除後には肺動脈圧に
 。▽er8ho“が認められることがあり,体動脈圧のover8hootと相が一致することを認め.
 これをVaユ8aユva手技の解除後にvenou白虹⑳eが増大して心拍出量が増加することによると
 解した。一方体動脈圧の反応態度は,気道内圧変化に対して不相関性を示し.各々の循環病態に応
 じて正常型・OverehOO七欠除型かよぴ8q.uarewave型に分類されるこζを明らかにした。
 また段階的気道内加圧によって肺動脈圧のOver8hootが気迫閲加圧解除後に認められるのは左
 心系への還流血液量力職少することにより圧受容体反射が作働する結果であると推論した。さらに
 等張生理的食塩水を高圧下に下大静脈,右房,肺動脈かよび左房に注入すると齢蔀循理系圧の変動
 は少いのに比して体動脈圧の圧変化は著明であることを認めた。またこれらの圧負荷が末梢血管抵
 抗に及ぼす影響を検討する目的で,定圧交叉灌流下に気道内加圧および肺動脈内高圧注入を行ない,
 体動脈圧の変動に極めて敏感に末梢血管抵抗が変化することを認め.大循環系由来の圧受容体反射
 が循環の調節機序に重要な役割を果していることを推論したb
 従来から両循環系の密接な血行力学的関係から循理の分離の目的で体外循環装置を用いて行われ
 た研究は多いが,定圧交叉潅流法により圧受容体反射が末梢血管抵抗にかよほす影響について検討
 した硯究は未だみられず,.この点が本論文の辛二一クなところであり,圧受容体反射によって末槽
 血管のtoneが調節され,その結果として体動脈圧が修飾され,.しかも両循環系由来の反射の効
 果は,大徳環系由来の圧受容体反射が肺循環由来の反射に対して優位にあることを明らかにし,今
 後にむける循環調節機序を解明する上に有力な手懸りとなるものであり,学位を授与するに価する
 ものと認める。
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